
「円山川水系ダム洪水調節機能協議会」を開催しました

○出水期を迎えるにあたり、「令和７年度 円山川水系ダム洪水調節機能協議会」を開催しました。
○ダムの事前放流の効果と実施に向けた体制について再確認しました。

【問合せ先】
国土交通省 近畿地方整備局
豊岡河川国道事務所 河川管理課
〒６６８－００２５
兵庫県豊岡市幸町１０－３
ＴＥＬ０７９６－２２－３１２６（代表）

R７.６.１７

-豊岡河川国道事務所-

開催概要
日程 ： 令和７年６月４日(水)１３：３０～１４：３０
場所 ： ＷＥＢ開催
出席 ： １４名（協議会構成員１０団体。）
議事 ：①規約及びダム洪水調節機能協議会の経緯について

②令和６年度の全国、近畿地方整備局管内における
事前放流実施状況について

③利水ダム放流施設に対する補助制度について
④神戸地方気象台からの情報提供について
⑤事前放流実施時の報告事項について

協議会の開催状況

協議会のポイント
①事務局から、事前放流の実施状況、効果について説明し、
ダムの洪水調節機能の確保の必要性と効果を再確認しました。

②神戸地方気象台から、兵庫県北部の気候や防災気象情報に
関する取り組みについて、情報提供いただきました。

③構成員における連携の必要性及び事前放流実施時の
情報共有について再確認しました。

WEB参加の様子

～ダムの事前放流の実施に向けた体制を確認～

協議会の目的
昨今の水害の激甚化・頻発化に鑑み、緊急時における既存

ダムの有効貯水容量を洪水調節に最大限活用して水害の発生
防止が図られるよう、河川管理者、ダム管理者、関係行政機
関の連携の下、洪水調節機能の向上の取組の継続・推進を図
ることを目的に設置されたもの。

挨拶を述べる事務所長 協議会資料


